


3. 研究目的・方法

目的 本研究ではABPA患者由来の既存血清試料を用いて、 代表的な自然IgE抗体で

ある抗死細胞抗体価、 高／低親和性IgE抗体価、 高親和性IgE抗体のサロゲー トマ ー カ
ーとしてのIgG4抗体量を定量し、 これらがABPAのバイオマ ー カ ーとして有用かの検

討を行います。

方法 この研究に使用する試料・情報として、 すでに保存されている項目4に記載する

血清等を使用させていただきますが、 氏名、 生年月日などのあなたを直ちに特定できる

情報は削除し使用します。 また、 あなたの情報が漏洩しないようプライバシーの保護に

は細心の注意を払います。

4. 研究に用いる試料・情報の種類

・試料：血清

・情報：年齢、 性別、 喘息合併の有無、 ABPA発症年齢、 ABPA診断時および血清採取時

デー タ（末梢血好酸球数、 末梢血好酸球数、 真菌培養結果、 胸部X線・CT所見、 粘液

栓病理所見）、 診断時および血清採取時の治療内容、 血清総IgE値、 アレルゲン特異的

IgE抗体価

5試料の提供先

下記の機関へ試料を送付し、 解析します。

大阪大学大学院医学系研究科生体防御学

徳島大学先端酵素学研究所

6. 利益相反に関する事項

この研究は、 研究責任者の研究促進費ならびに日本医療研究開発機構からの研究費を

得て実施されます。

7. お問い合わせ先

東海大学医学部付属病院 （電話：代表0463-93-1121 内線：2212)

研究責任者 呼吸器内科 浅野 浩一郎

問い合わせ担当者 呼吸器内科 浅野 浩一郎


